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一
九
九
○
年
を
境
に
世
界
経
済
は
情
報
技
術
革
新
に
伴
う
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
へ
突
入
し
た
。
大
量
交
通
機
関
や
Ｉ
Ｔ
の
発
達
に
よ
り

移
動
・
通
信
コ
ス
ト
は
低
減
し
、
低
賃
金
労
働
の
確
保
を
目
的
に
世
界
各

地
に
生
産
拠
点
を
分
散
立
地
さ
せ
て
も
、
従
来
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
（A

. 

W
eber

）
や
マ
ー
シ
ャ
ル
（A

. M
arshall

）
の
産
業
集
積
研
究
が
重
視
し

て
き
た
距
離
の
近
接
性
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
取
引
コ
ス
ト
削
減
効
果
を
生

産
コ
ス
ト
低
減
効
果
が
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
地
域
が
他
の

地
域
が
保
有
し
て
い
な
い
独
自
の
経
営
資
源
を
蓄
積
し
て
知
識
を
ベ
ー
ス

に
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
産
業
を
起
こ
し
た
り
、
既
存
の
産
業

の
高
度
化
や
高
付
加
価
値
化
を
促
し
て
い
る
地
域
に
国
境
を
乗
り
越
え
集

積
が
シ
フ
ト
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
高
度
な
知
識
や
熟
練
技
術

を
必
要
と
し
な
い
低
付
加
価
値
型
製
品
生
産
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
進
展
す
る
地
域
と
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
高
付
加
価
値
型
生
産
地
域
と

に
集
積
が
国
境
を
超
え
て
分
離
し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
何

も
先
進
国
に
限
ら
ず
、
開
発
途
上
国
に
お
い
て
も
散
見
さ
れ
る
。
中
国
の

「
も
の
づ
く
り
産
業
」
や
イ
ン
ド
の
「
ハ
イ
テ
ク
産
業
」
を
見
れ
ば
そ
の

事
実
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
高
付
加
価
値
」
を
基

盤
と
し
た
「
知
」
の
競
争
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ワ
イ
ン
産
業
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
何
も
ハ
イ
テ
ク
分
野
に
は
限
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
産
業
立
地
構
造
の
変
化
は
、
地
域
の
優
位
性
を
変
化
さ
せ

て
い
る
。
今
後
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
に
は
、
い
か
に
地
域
の
資
源
や

そ
の
蓄
積
に
付
加
価
値
を
つ
け
、
地
域
独
自
の
優
位
性
を
生
み
出
す
か
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
科
学
的
に
価
値

を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
成
長
し
続
け
て
き
た
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
海
藻
産
業
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
発
展
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
し

た
後
、
現
在
の
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
藻
産
業
の
現
状

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
藻
産
業
は
、
同
国
を
支
え
る
重
要
な
地
域
産
業
で
あ

る
。
同
国
で
は
、
現
在
ユ
ー
ケ
マ
（E

ucheum
a

）
と
呼
ば
れ
る
海
藻
の

分
析
リ
ポ
ー
ト
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ケ
マ
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カ
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ナ
ン
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写真 1：マクタン島沖合海藻養殖ファーム（筆
者撮影）
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養
殖
と
そ
れ
を
使
っ
た
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
（C

arageenan

）
と
呼
ば

れ
る
海
藻
加
工
産
品
の
生
産
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
を
支
え
る
重

要
な
地
域
産
業
と
な
っ
て
い
る
（
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
に
つ
い
て
は
後

述
）。フィ

リ
ピ
ン
海
藻
産
業
連
盟
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
）
に
よ
る
と
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
二
○
○
四
年
の
ユ
ー
ケ
マ
海
藻
の
総
生
産
量
は
約
一
四

万
ト
ン
で
あ
る
（
表
１
）。
こ
の
う
ち
、
輸
出
量
は
約
六
万
ト
ン
、

そ
の
半
分
が
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
と
な
っ
て
い
る
（
表
２
）。

二
○
○
四
年
ま
で
の
過
去
四
年
間
に
お
け
る
ユ
ー
ケ
マ
海
藻
総

生
産
量
の
成
長
率
は
、
一
・
○
八
％
と
好
調
な
成
長
産
業
で
あ
る

（
表
１
）。
ま
た
、
ユ
ー
ケ
マ
の
加
工
産
品
で
あ
る
カ
ラ
ギ
ー
ナ

ン
の
輸
出
量
は
半
精
製
と
完
全
精
製
と
を
合
わ
せ
て
も
、
生
の
海

藻
の
総
量
の
半
分
足
ら
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
取
引
額
（
一
ト
ン
あ

た
り
の
価
格
）
は
半
精
製
の
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
で
生
の
海
藻
と
比
べ

た
場
合
お
よ
そ
七
倍
以
上
の
額
で
あ
る
（
表
２
）。
さ
ら
に
は
、

完
全
精
製
の
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
場
合
、
生
の
海
藻
に
比
べ
お
よ
そ

一
五
倍
の
額
と
な
っ
て
い
る
（
表
２
）。
こ
の
た
め
、
カ
ラ
ギ
ー

ナ
ン
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
藻
産
業
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
五
年
現
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に

は
輸
出
を
行
え
る
規
模
の
生
産
能
力
を
も
つ
海
藻
関
連
企
業
は
二

○
社
ほ
ど
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
精
製
加
工
技

術
を
も
つ
業
者
は
、
全
部
で
一
五
社
（
内
外
資
系
企
業
四
社
を
含

む
）
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
精
製
技
術
を
も
つ
多

く
の
企
業
と
そ
の
加
工
工
場
が
セ
ブ
を
中
心
と
す
る
東
部
ビ
サ
ヤ

地
方
に
集
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
主
要
な
海
藻
生
産
地
の
中
心
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
に

あ
る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
（
タ
ウ
ィ
タ
ウ
ィ
・
ス
ー
ル
地
域
を
含

む
）
の
生
産
量
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
で
最
も
多
く
、
二
○
○
四
年

に
お
け
る
海
藻
総
生
産
量
の
約
六
○
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
他

の
産
地
と
し
て
は
、
ミ
バ
ロ
バ
地
方
（
パ
ラ
ワ
ン
・
ミ
ン
ド
ロ

等
）
お
よ
び
カ
ラ
ガ
地
方
（
ス
リ
ガ
オ
・
ノ
ル
テ
等
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
（
表
１
）。

ち
な
み
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
一
九
九
一
年
か
ら
二
○
○
○
年
ま

で
の
海
藻
全
体
に
お
け
る
総
輸
出
量
の
平
均
成
長
率
は
、
九
・
四
％
と
好

調
な
成
長
を
遂
げ
て
き
た
（
表
３
、
図
１
）。
ま
た
、
同
様
に
海
藻
の
生

産
額
を
み
て
み
る
と
、
年
平
均
で
○
・
九
％
増
加
し
、
二
○
○
○
年
の
対

一
九
九
○
年
の
増
加
率
は
実
に
一
・
八
倍
と
好
調
な
成
長
曲
線
を
描
い
て

き
た
（
表
４
、
図
２
）。

二
○
○
五
年
現
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
一
○
○
万
人
以
上
が
海
藻
産
業

に
直
接
従
事
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
数
も
年
々
増
加
の
一
途
を
辿

っ
て
い
る
（
表
５
）。
海
藻
の
栽
培
占
有
面
積
も
年
々
広
が
り
を
み
せ
、

二
○
○
四
年
に
は
五
万
八
六
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
至
っ
て
い
る
（
表
５
）。

●
ユ
ー
ケ
マ
と
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン

カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
と
は
、
ユ
ー
ケ
マ
と
呼
ば
れ
る
海
藻
か
ら
精
製
さ
れ
る

食
品
安
定
剤
の
こ
と
で
あ
る
。
一
八
世
紀
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
カ
ラ
ギ
ー

ナ
ン
地
方
の
住
民
が
食
べ
て
い
た
紅
藻
類
海
藻
（
ツ
ノ
マ
タ
属
。
ユ
ー
ケ

マ
）
か
ら
採
れ
る
こ
と
で
こ
の
名
が
つ
い
た
。
日
本
で
は
古
く
か
ら
天
草

を
煮
て
ト
コ
ロ
テ
ン
を
作
り
食
用
と
し
て
い
た
が
、
西
欧
で
は
数
世
紀
前

か
ら
紅
藻
類
海
藻
を
煮
て
、
食
用
、
製
菓
用
に
広
く
利
用
し
て
い
た
。
特

に
、
こ
の
海
藻
に
牛
乳
を
加
え
て
加
熱
溶
解
し
た
「
ブ
ラ
マ
ン
ジ
ェ
」
と

呼
ば
れ
る
プ
リ
ン
に
似
た
ミ
ル
ク
ゼ
リ
ー
は
、
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
広
く
食

さ
れ
て
い
た
。
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
特
徴
と
し
て
は
、
寒
天
よ
り
弾
力
性
に

富
み
、
保
水
性
に
も
優
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を

も
つ
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
は
、
主
に
食
品
安
定
剤
、
結
合
剤
、
分
離
防
止
剤
、

清
澄
剤
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
世
界
的
に
需
要
が
増

大
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
を
輸
出
し
て
い
る
国
は
、
英
国
、

フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
三
カ
国
が
全
輸
出
の
約
半
分
を
占
め
、
次
い

で
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
合
計
が
全
体
の
お
よ
そ
二
割
、
北
米
が
お
よ
そ
一
割
強
、
中
南
米

が
一
割
弱
、
残
り
が
ア
ジ
ア
大
洋
州
地
域
と
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献

2001 2002 2003 2004 割合 成長率
ユーケマ海藻総生産量 130,306.00 137,780.49 140,462.58 140,975.82 100% 1.08% 
1. SIAP クラスター I 46,909.50 49,600.58 56,003.48 57,150.28 40.50% 1.22% 
2.  SIAP クラスター II 27,363.60 28,933.67 26,708.00 30,837.44 21.80% 1.13% 
3.  SIAP クラスター III 3,910.50 4,133.38 3,498.00 4,633.20 3.20% 1.18% 
4.  SIAP クラスター IV 6,515.30 6,888.97 9,953.90 10,331.20 7.30% 1.59% 
5.  SIAP クラスター V 29,970.60 31,689.26 33,167.20 34,049.40 24.10% 1.14% 
6.  SIAP クラスター VI 15,636.50 16,533.53 10,912.00 3,974.30 2.80% 0.25% 

表１　ユーケマ海藻の生産量と生産地域（2001-2004 年） （単位：トン）

（出所）参考文献④。
（注）上記クラスター分類は、具体的には以下の地域を指す。
クラスター Ｉ：タウィタウィ、スール地域
クラスター II：ザンボアンガ、ザンボアンガ・デル・スール地域
クラスター III：スリガオ・スール・ノルテ地域
クラスター IV：ボホイ、セブ、リーテ・サマール地域
クラスター V：パラワン、ミンドロ、アンティク地域
クラスター VI：キャマリーンズ・ノルテ、ケソン、キャマリーンズ・スール地域

輸出量
（トン）

構成率
（輸出量）

取引額
（ＵＳドル）

構成率
（取引額）

1トンあたりの価格
（ＵＳドル）

生海藻 31,898 53.20% 17,958,451 12.47%  563.00
半精製カラギーナン 24,340 40.60% 93,969,583 65.24%  3,860.71
精製済カラギーナン 3,717 6.20% 32,099,778 22.29%  8,635.94
合計 59,955 100.00% 144,027,812 100.00%  2,402.27

表２　フィリピンの海藻輸出量と価格換算（2004 年）

（出所）参考文献⑦を基に著者作成。

1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

乾燥海藻（単位：トン） 26,828 20,529 21,662 23,557 28,921 26,408 27,663 26,722 32,356 48,410

カラギーナン（単位：トン） N.D N.D N.D 8,881 8,590 10,347 12,575 7,555 8,184 7,703

表３　フィリピン海藻総輸出量の推移（1991-2000 年） 

（出所）Philippine Seaweeds/Carrageenan Statistics.
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⑧
）。カラ

ギ
ー
ナ
ン
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
／
Ｗ
Ｈ
Ｏ
合
同
食
品
添
加
物

専
門
家
委
員
会
（Joint FA

O
/W

H
O

 E
xpert C

om
m

ittee on 

Food A
dditives

＝
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
に
よ
り
毒
性
試
験
が
実

施
さ
れ
、
食
の
安
全
性
が
証
明
さ
れ
た
。
こ
の
評
価
に
関
す

る
報
告
書
で
は
、
世
界
各
国
で
行
わ
れ
た
各
種
実
験
動
物
に

よ
る
消
化
吸
収
性
、
生
分
解
性
、
繁
殖
試
験
、
催
奇
形
性
、

変
異
原
性
、
脂
質
代
謝
性
、
亜
急
性
毒
性
、
慢
性
毒
性
等
の

試
験
結
果
と
あ
わ
せ
て
、
ヒ
ト
へ
の
安
全
性
に
関
す
る
知
見

も
加
え
、
七
○
件
以
上
に
の
ぼ
る
安
全
性
試
験
報
告
が
総
合

的
に
検
討
さ
れ
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
安
全
性
の
評
価
と
確
認

が
な
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
）。
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
用

途
は
、
世
界
的
に
も
そ
の
安
全
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
三
十
数
年
間
に
、
寒
天
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
粘

性
素
材
、
ミ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
の
安
定
剤
か
ら
化
粧
品
、
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
、
歯
磨
き
粉
等
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
熱
帯
産

の
ユ
ー
ケ
マ
を
養
殖
し
て
い
る
国
は
、
現
在
で
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
の
熱
帯
海
域
に
広

が
り
、
開
発
途
上
国
の
漁
民
や
加
工
業
者
等
の
海
藻
産
業
に
関
わ
る
人
々

の
生
活
向
上
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

ユ
ー
ケ
マ
か
ら
産
出
さ
れ
る
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
食
品
安
定

剤
と
し
て
長
く
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
医
薬
品
の
原
料
と
し
て
も

注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
用
途
の
幅
が
非
常
に
広
い
こ
と
か
ら
世
界
で

需
要
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
海
藻

産
業
は
、
漁
民
や
海
藻
関
連
産
業
に
従
事
す
る
多
く
の
人
た
ち
を
支
え
る

糧
で
あ
り
、
今
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
域
産
業
の
発
展
を
担
う
重
要
な
ツ

ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
以
下
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
カ
ラ

ギ
ー
ナ
ン
精
製
技
術
伝
播
が
な
さ
れ
た
過
程
を
概
観
し
た
い
。

●
ユ
ー
ケ
マ
養
殖
と
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
精
製
の
技
術
伝
播

一
九
六
○
年
代
以
降
、
世
界
的
に
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
需
要
が
増
大
す
る

と
と
も
に
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
原
料
で
あ
る
ユ
ー
ケ
マ
の
取
引
が
活
発
に
な

っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ユ
ー
ケ
マ
の
需
要
に
比
例
し
て
、
漁
民
に
よ
る

乱
獲
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
原
因
と
な
り
、

自
然
栽
培
の
ユ
ー
ケ
マ
が
激
減
し
て
い
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
（Shem

burg C
orporation

）（
シ
ェ

ン
バ
ー
グ
社
に
つ
い
て
の
詳
細
は
後
述
）
は
、
自
ら
多
額
の
投
資
と
米
国

国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の
補
助
金
等
の
支
援
を
受
け
、
一
九
七
○

年
代
初
頭
に
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
原
料
で
あ
る
熱
帯
産
の
ユ
ー
ケ
マ

（E
ucheum

a cottonii

とE
ucheum

a. spiosum

）
の
養
殖
試
験
と
カ
ラ

ギ
ー
ナ
ン
精
製
技
術
に
お
け
る
共
同
研
究
を
ハ
ワ
イ
大
学
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

大
学
の
専
門
家
と
と
も
に
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
は
、

ユ
ー
ケ
マ
の
養
殖
と
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
加
工
技
術
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
の
会
長
で
あ
り
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ

社
の
社
長
で
も
あ
っ
た
ベ
ン
ソ
ン
・
ダ
カ
イ
氏
（B

enson D
akay

）
が
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
同
氏
は
、
資
金
面
で
の
援
助
や
地
元
政
府
や
連
邦

政
府
と
の
調
整
を
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
を
通
じ
て
行
っ
た
。

ユ
ー
ケ
マ
の
養
殖
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
の
海
と
気
候
に
適
し
て
お
り
、

良
質
の
ユ
ー
ケ
マ
養
殖
に
成
功
し
た
。
こ
の
時
期
か
ら
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ

社
は
、
海
藻
事
業
に
多
額
の
投
資
を
続
け
た
。
そ
れ
は
、
加
工
機
械
や
工

場
等
の
設
備
投
資
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
者
の
積
極
的
採
用
や
育
成
、
漁

民
へ
の
養
殖
技
術
の
移
転
な
ど
幅
広
い
分
野
へ
の
投
資
だ
っ
た
。
そ
の
姿

勢
は
近
年
に
至
る
ま
で
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
約
三
五
億
ペ
ソ
の

投
資
に
よ
り
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
・
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
社
を
立
ち
上
げ
、
カ
ラ
ギ

ー
ナ
ン
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
応
用
を
研
究
し
て
い
る
。

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
藻
産
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
シ
ェ
ン
バ
ー

グ
社

シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
は
、
海
藻
の
生
産
と
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
精
製
に
よ
っ
て

発
展
し
た
貿
易
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
、
エ
メ
ス
ト
・
ダ
カ
イ
氏

（E
m

esto D
akay

）
に
よ
っ
て
、
セ
ブ
市
の
オ
ー
ル
ド
・
カ
ー
ボ
ン
と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
地
区
に
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
創
設
さ
れ
た
。
創
設

写真 2：養殖ユーケマの採取（筆者撮影）

2001 2002 2003 2004
ユーケマ海藻
総生産量（単位：トン） 130,306.00 137,779.40 140,462.58 140,975.82
海藻生産に従事する漁民人口（単位：人）
総世帯数
総漁民数

108,265
1,007,050

115,474
1,017,925

116,084
1,023,302

116,490
1,026,881

総面積
推定養殖可能地（単位：ヘクタール）
総使用面積
利用可能面積

255,000
43,306
201,694

255,000
57,841
197,159

255,000
58,420
196,580

255,000
58,624
196,376

表５　海藻産業の成長指標（2001-2004 年）

（出所）参考文献④。

1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

生産額
（単位：千ペソ）

1,039,771 1,526,896 1,198,066 1,232,790 1,327,456 1,622,665 1,396,904 1,670,178 2,103,178 1,932,347

表４　海藻総生産額の推移 （1991-2000 年）

（出所）Philippine Seaweeds/Carrageenan Statistics.
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分
析
リ
ポ
ー
ト

ユ
ー
ケ
マ
と
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン̶

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
藻
産
業
の
現
状
と
展
望

当
初
は
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社
（Shem

burg 

M
arketing

）
と
い
う
名
称
で
ス
タ
ー
ト
し
、
貿
易
業
を
営
む
小
さ
な
企
業

で
あ
っ
た
。
や
が
て
、
一
九
六
六
年
に
エ
メ
ス
ト
の
息
子
で
あ
る
ベ
ン
ソ

ン
・
ダ
カ
イ
氏
が
同
社
を
受
け
継
ぐ
と
同
時
に
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
と
改
名

し
、
再
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。
ベ
ン
ソ
ン
・
ダ
カ
イ
氏
は
、
家
業
を
受
け

継
ぐ
や
否
や
、
そ
れ
ま
で
の
貿
易
業
に
加
え
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
企
業

を
拡
大
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
そ
こ
で
彼
が
目
を
つ
け
た
の
が
、
海
藻
だ

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
セ
ブ
と
い
う
気
候
や
土
地
な
ら
で
は
の
地
理
的
優

位
性
を
最
大
限
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
同
社
は
、
も
と
も
と
父
が
貿
易
業
を
営
ん
で
い
た
経
験
か
ら
、
セ
ブ

と
い
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
サ
ヤ
地
域
の
中
心
が
、
貿
易
業
に
適
し
て
い
た

こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
。
そ
こ
に
自
社
に
目
玉
と
な
る
商
品
が
あ
れ
ば
、

企
業
を
拡
大
で
き
る
確
信
が
あ
っ
た
。

シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
藻
関
連
企
業
の
な
か
で
は
、

最
初
に
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
生
産
を
始
め
た
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
で
も
あ
る
。

シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
は
、
外
国
か
ら
ユ
ー
ケ
マ
養
殖
技
術
と
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン

加
工
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
海
藻
事
業
に
お
け
る
事
業
規
模
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
に
成
功
し
た
。
同
社
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
は
最
大
の

規
模
と
輸
出
量
を
誇
り
、
世
界
的
に
み
て
も
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
輸
出
量
は

世
界
第
三
位
の
実
力
を
も
っ
て
い
る
。

シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
は
、
養
殖
と
加
工
技
術
に
よ
っ
て
単
な
る
水
産
品
の

生
産
で
は
な
く
、
安
定
し
た
供
給
体
制
と
付
加
価
値
に
よ
る
高
利
潤
を
生

み
出
す
こ
と
に
成
功
し
、
急
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
世
界
に
通
用
す
る
商

業
ベ
ー
ス
で
の
安
定
的
供
給
に
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
品
質
維
持
と
供
給
体

制
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
付
加
価
値
化
を
図
る
た
め
に
は
、
商
品

に
加
工
を
施
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
は
、
科

学
的
研
究
開
発
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
た
。
現
在
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
・

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
で
は
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
医
薬
品
カ
プ
セ
ル
原
料
へ
の
応
用

に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
応
用
技
術
開
発
に
成
功
す
れ
ば
、
現
在
の
医
薬

品
カ
プ
セ
ル
の
半
額
で
商
品
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ

ン
の
新
し
い
商
品
ツ
ー
ル
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
地
理
的
優
位
性

シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
が
存
在
す
る
セ
ブ
州
は
、
約
一
三
○
○
の
市
町
村
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
面
積
は
、
五
○
○
○
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人

口
約
三
○
○
万
人
で
あ
る
。
そ
の
中
心
に
存
在
す
る
セ
ブ
島
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
細
長
い
島
で
、
周
囲
に
は
マ
ク
タ
ン
、
バ
ン

タ
ヤ
ン
、
カ
モ
テ
ス
と
い
っ
た
小
島
が
散
在
す
る
。
一
九
八
○
年
代
に
セ

ブ
は
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
、
国
内
企
業
家
と
外
国
投
資
家
の
投
資
が
集

ま
っ
た
。
セ
ブ
島
に
は
高
等
教
育
を
受
け
た
人
材
、
熟
練
労
働
者
、
国
際

交
流
に
必
要
な
空
港
や
港
な
ど
の
輸
送
イ
ン
フ
ラ
、
安
価
な
労
働
賃
金
、

セ
ブ
ア
ノ
と
英
語
を
話
せ
る
人
材
に
加
え
て
、
豊
富
な
天
然
資
源
が
存
在

す
る
。
そ
の
結
果
、
セ
ブ
は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
以
外
で
最
大
の
都
会
へ
と
成

長
し
た
。
セ
ブ
州
に
は
、
海
藻
関
連
企
業
の
な
か
で
も
、
加
工
業
者
と
取

引
業
者
（
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
）
の
多
く
が
集
積
す
る
。

●
生
産
・
出
荷
体
制

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
海
藻
産
業
に
は
、
生
産
者
（
漁
民
）・
取
引
業

者
・
加
工
業
者
・
組
合
が
存
在
す
る
。
加
工
業
者
の
な
か
に
は
、
シ
ェ
ン

バ
ー
グ
社
の
よ
う
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
企
業
の
ほ
か
にM

arine C
olloids of 

R
ockland M

arine U
SA

社
やLitex in D

enm
ark

社
と
い
っ
た
外
資
系
企

業
が
存
在
す
る
。

海
藻
の
養
殖
に
お
い
て
、
漁
民
は
、
取
引
業
者
や
加
工
業
者
等
の
企
業

と
直
接
契
約
を
取
り
交
わ
し
た
う
え
で
融
資
と
技
術
指
導
を
受
け
る
。
こ

う
し
た
漁
民
は
、
融
資
さ
れ
た
資
金
で
農
地
を
買
い
取
り
、
養
殖
を
行
う

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
海
藻
は
契
約
相
手
で
あ
る
企
業
に
直

接
売
却
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
生
産
者
は
、
取

引
業
者
に
売
却
、
取
引
業
者
が
輸
出
業
者
や
加
工
業
者
に
売
却
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
養
殖
さ
れ
た
海
藻
は
、
契
約
を
結
ん
で
い
る
加
工
業
者
に
直

接
卸
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
、
一
度
取
引
業
者
に
卸
さ
れ
そ
の
後
、
加
工
業
者

や
輸
出
業
者
に
流
れ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

生
の
海
藻
の
ま
ま
出
荷
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
後
者
の
ケ
ー
ス
が

写真 3：乾燥海藻の生産過程（筆者撮影）
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ポ
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ト

ユ
ー
ケ
マ
と
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン̶

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
藻
産
業
の
現
状
と
展
望

多
い
。
一
方
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
に
つ
い
て
は
、
前
者
の
ケ
ー
ス
で
、
加
工

業
者
に
直
接
売
買
さ
れ
、
加
工
業
者
に
よ
り
、
棲
み
分
け
・
洗
浄
・
漂
白

・
乾
燥
・
粉
砕
と
い
っ
た
工
程
を
経
て
、
輸
出
さ
れ
る
。
こ
の
一
連
の
プ

ロ
セ
ス
を
、
加
工
業
者
が
一
手
に
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

●
米
国
輸
入
禁
止
問
題
と
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
克
服

こ
れ
ま
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
藻
加
工
産
業
は
い
く
つ
か
困
難
な
状
況

に
直
面
し
、
そ
れ
を
克
服
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
最
大
の
問
題
と
し
て
は
、
米
国
の
輸
入
禁
止
問
題
及
び
ア

ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
が
指
摘
で
き
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
輸
出
量

の
推
移
を
見
る
と
、
一
九
九
二
〜
一
九
九
三
年
と
一
九
九
七
〜
一
九
九
八

年
に
か
け
て
の
二
回
ほ
ど
、
減
退
が
目
立
つ
（
図
１
）。
第
一
回
目
の
減

退
は
、
一
九
九
一
年
、
米
国
食
品
法
に
よ
る
米
国
へ
の
輸
出
規
制
が
原
因

で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
加
工
海
藻
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
ナ
チ
ュ
ラ
ル

グ
レ
ー
ド
（
Ｆ
Ｎ
Ｇ
）
の
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
が
米
国
食
品
法
に
照
ら
し
人
体

へ
の
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

米
国
食
品
医
薬
品
管
理
局
が
厳
密
な
調
査
を
実
施
し
、
Ｆ
Ｎ
Ｇ
カ
ラ
ギ
ー

ナ
ン
が
無
害
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
輸
出
禁
止
か
ら

一
年
後
の
一
九
九
三
年
に
輸
出
再
開
と
な
っ
た
。
約
一
年
間
米
国
へ
の
輸

出
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
た
め
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
生
産
は
減
退
し
た
。
し
か

し
、
一
九
九
五
〜
一
九
九
八
年
に
か
け
て
生
産
は
再
び
回
復
し
、
ユ
ー
ケ

マ
と
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
輸
出
量
も
再
び
増
加
基
調
へ
と
転
じ
た
。
二
回
目

の
生
産
の
減
退
は
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
に
よ
る
ペ

ソ
の
高
騰
、
及
び
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
と
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
に
よ
る
天
災

の
影
響
で
あ
る
。
こ
う
し
た
打
撃
に
よ
り
一
九
九
七
〜
一
九
九
八
年
に
か

け
て
、
再
び
生
産
が
落
ち
込
む
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
が
二
○
○
○
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
九
一
年

の
海
藻
生
産
量
は
二
八
万
四
○
○
○
ト
ン
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
○
○

○
年
に
は
六
一
万
八
○
○
○
ト
ン
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
一
方
輸
出
量
に

つ
い
て
も
、
一
九
九
一
年
の
二
万
六
八
○
○
ト
ン
か
ら
年
平
均
八
・
五
％

の
成
長
を
遂
げ
、
二
○
○
○
年
に
は
四
万
八
四
○
○
ト
ン
に
達
し
て
お
り
、

一
九
九
○
年
代
は
い
く
つ
か
の
問
題
を
乗
り
越
え
、
総
じ
て
成
長
を
遂
げ

る
こ
と
と
な
っ
た
（
参
考
文
献
⑧
）。

●
競
争
の
時
代
へ
突
入｜

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
台
頭

現
在
の
最
大
の
課
題
は
、
原
料
用
海
藻
及
び
加
工
品
の
最
大
の
輸
出
国

と
さ
れ
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
業
界
が
、
台
頭
す
る
中
国
で
の
加
工
品
の

生
産
拡
大
、
東
南
ア
ジ
ア
近
隣
国
で
の
原
料
用
海
藻
の
増
産
に
よ
り
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
数
年
、
中
国
の
加
工
業
者
が
原

料
の
大
量
買
い
付
け
に
走
り
始
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
加
工
業
者
は
原
料
不

足
と
価
格
高
騰
に
悩
ん
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
業
者
は
昨
年
か
ら
、

原
料
生
産
が
急
拡
大
し
よ
り
廉
価
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
な
ど
に
購
入
先
を

急
激
に
シ
フ
ト
し
た
。
こ
の
た
め
、
二
○
○
五
年
は
一
転
し
て
原
料
価
格

が
暴
落
し
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
藻
栽
培
者
の
生
産
意

欲
を
低
下
さ
せ
、
国
内
加
工
業
者
は
依
然
原
料
の
安
定
調
達
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
「
生
産
者
価
格
は
安
く
、
輸
出
価
格
は

割
高
」
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
供
給
資
金
に
依
存
し

て
生
産
し
て
き
た
零
細
栽
培
者
の
生
産
者
価
格
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た

た
め
で
、
生
産
の
伸
び
の
鈍
化
は
栽
培
者
側
の
不
満
も
一
因
と
な
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
中
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州
で
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
加
工
へ
の
投

資
が
進
み
、
マ
レ
ー
シ
ア
業
者
は
地
の
利
を
生
か
し
、
近
隣
の
タ
ウ
ィ
タ

ウ
ィ
州
、
ス
ー
ル
州
の
生
産
者
か
ら
セ
ブ
の
加
工
業
者
よ
り
高
い
価
格
で

買
い
付
け
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
た
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
加
工
業
界
に
は
、

依
然
プ
ラ
ン
ト
稼
働
率
六
○
〜
七
○
％
に
甘
ん
じ
て
い
る
企
業
が
多
い
と

さ
れ
る
（
参
考
文
献
③
）。
二
○
○
○
年
に
入
っ
て
か
ら
、
海
藻
産
業
は

中
国
の
台
頭
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
台
頭
に
よ
り
、
成
長
と
と
も
に
競
争

の
時
代
へ
と
突
入
し
た
と
い
え
よ
う
。

●
近
隣
国
と
の
相
互
協
力
関
係
に
よ
り
世
界
最
大
の
海
藻
輸

出
大
国
へ

二
○
○
五
年
七
月
中
旬
に
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
本
部
マ
ニ
ラ
）
は
、
海
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図 2　海藻総生産額（1991-2000 年） （単位：千ペソ）

（出所）Philippine Seaweeds/Carrageenan Statistics.
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図 1　海藻総輸出量の推移（1991-2000 年） （単位：トン）

（出所）Philippine Seaweeds/Carrageenan Statistics.
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分
析
リ
ポ
ー
ト

ユ
ー
ケ
マ
と
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン̶

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
藻
産
業
の
現
状
と
展
望

藻
養
殖
場
の
新
設
と
海
藻
加
工
施
設
の
改
良
を
目
的
と
す
る
約
三
六
万
米

ド
ル
の
補
助
金
の
支
出
を
承
認
し
た
。
こ
の
補
助
金
の
う
ち
約
半
分
は
、

乾
燥
海
藻
製
品
（dried seaw

eed chips

）
の
製
造
に
対
応
す
る
た
め
の

加
工
施
設
の
改
良
に
充
て
ら
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
さ
ら
に
残
り
の
補
助

金
は
海
藻
養
殖
場
の
新
設
や
、
そ
の
他
の
生
産
開
発
事
業
に
使
用
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
新
設
さ
れ
る
海
藻
養
殖
場
の
規
模
は
面
積
一
七
○
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
、
乾
燥
海
藻
の
生
産
能
力
四
○
○
○
ト
ン
以
上
に
な
る
見
通
し

で
あ
る
。
そ
の
他
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
東
ア
セ
ア
ン
成
長
地
域
（
Ｂ
Ｉ

Ｍ
Ｐ
│

Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
）
の
枠
組
の
中
で
海
藻
業
界
の
支
援
策
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。先
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
他
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
│

Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
諸
国
（
ブ
ル
ネ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
）
と
共
同
で
、
同
地
域
を
世
界
最
大
の
海

藻
輸
出
地
帯
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
海
藻
業
界
開
発
五
カ
年
計
画

を
策
定
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
貿
易
産
業
省
（
Ｄ
Ｔ
Ｉ
）
に
よ
る
と
、
こ
の

新
計
画
に
基
づ
い
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
│

Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
諸
国
は
、
相
互
協
力
関
係
を

深
め
、
輸
出
業
者
間
の
連
携
の
強
化
と
輸
出
用
製
品
の
一
元
化
、
業
界
が

直
面
し
て
い
る
制
約
要
因
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
見
通
し
と
の
こ
と

で
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。

●
「
競
争
」
と
「
協
調
」̶

海
藻
産
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ムこ
の
よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
藻
産
業
の
発
展
は
、
外
国
か
ら
の
技
術

伝
播
と
一
つ
の
地
場
企
業
の
革
新
的
か
つ
独
占
的
経
営
と
と
も
に
発
展
し

て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
発
展
に
は
、
ユ
ー
ケ
マ
そ
の
も
の
の
養
殖
技
術
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
加
工
技
術
が
付
加
価
値
を
生
み
高

成
長
を
支
え
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
海
藻
産
業
の
こ
れ
ま
で
の
発
展
に
は
、
ほ
ぼ
間

違
い
な
く
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
の
影
響
が
大
き
い
。
他
方
で
、
シ
ェ
ン
バ
ー

グ
社
の
発
展
に
は
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
た
ち
と
の
「
協
調
」
が
関
わ
っ
て

い
る
。
世
界
の
需
要
に
見
合
っ
た
製
品
と
そ
れ
に
見
合
っ
た
技
術
革
新
に

は
、
情
報
、
ア
イ
デ
ア
そ
し
て
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
必
要
要
素
を
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
は
、
外
部
か
ら
う
ま
く
取
り
入
れ
て

く
る
こ
と
で
技
術
革
新
へ
と
繋
げ
た
の
で
あ
る
。
外
国
の
大
学
と
の
共
同

研
究
に
よ
る
情
報
、
技
術
、
そ
れ
に
必
要
と
さ
れ
た
多
額
の
経
費
は
、
地

方
行
政
や
国
家
行
政
さ
ら
に
は
国
際
機
関
か
ら
の
多
額
の
投
資
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
主
体
間
に
よ
る
「
連
携
機
能
」
が
重
要
な
役
割
を

果
た
す
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
の
社
長
で
あ
る
ダ
カ
イ

氏
自
ら
海
藻
組
合
を
立
ち
上
げ
、
関
連
団
体
と
の
協
力
と
連
携
を
図
っ
た

影
響
は
大
き
い
。
ま
た
、
必
要
な
資
金
と
力
を
一
つ
の
地
場
企
業
に
集
中

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
進
出
外
資
企
業
と
の
「
競
争
」
の
な
か
で
淘
汰
さ

れ
ず
に
生
き
抜
く
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
こ
の
競
争
に
よ
り
、
地
域
に
世

界
的
競
争
力
を
持
つ
地
場
企
業
を
成
長
さ
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
成
功
要
因
の
一
方
で
、
以
下
の
問
題
点
も
併
せ
て
指
摘
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
藻
産
業
の
発
展
は
、
外
資
系
企
業
を
含
め
一
部
の
少

数
の
企
業
だ
け
で
歩
ん
で
き
た
結
果
、
技
術
や
資
金
が
こ
う
し
た
限
ら
れ

た
企
業
に
集
中
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
零
細
漁
民
へ
の
技
術

移
転
と
土
地
購
入
資
金
の
融
資
と
引
き
換
え
に
、
取
引
額
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
精
製
工
程
か
ら
輸
出
ま
で

す
べ
て
の
工
程
を
ご
く
少
数
の
企
業
が
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
完
全
な

垂
直
統
合
型
分
業
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
裾
野
産
業
も
育
っ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
産
業
全
体
と
し
て
の
競
争
力
に
お
い
て

マ
イ
ナ
ス
の
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
。
近
年
の
中
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
海

藻
生
産
市
場
並
び
に
加
工
産
品
市
場
で
の
台
頭
に
よ
り
、
価
格
競
争
に
基

づ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
原
理
に
お
い
て
、
価
格
の
安
い
地
域
に
需
要
が
シ

フ
ト
し
て
ゆ
く
と
、
数
少
な
い
企
業
で
も
っ
て
い
る
産
業
構
造
で
は
瞬
く

間
に
打
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
地
域
の
競
争
力
の
要
因
の
一
つ
に
、

冒
頭
で
掲
げ
た
よ
う
に
「
地
域
の
独
自
性
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
地
域
の
資
源
や
独
自
性
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

競
争
優
位
と
な
る
。
こ
う
し
た
「
地
域
性
」
を
考
慮
し
た
際
に
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
産
業
は
、
原
料
で
あ
る
海
藻
の
面
で
は
競
争
優
位

を
有
す
る
も
の
の
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
製
造
自
体
は
技
術
さ
え
あ
れ
ば
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
も
同
じ
競
争
優
位
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
中
国
は
こ

写真 4：カラギーナン精製過程（筆者撮影）
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う
し
た
観
点
か
ら
見
れ
ば
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

●
む
す
び

今
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
よ
り
一
層
の
地
域
競
争
力
を
担
保
す
る
た

め
に
は
、
核
（
ア
ン
カ
ー
）
企
業
の
成
長
を
見
守
る
だ
け
で
な
く
、
裾
野

産
業
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
で
し
か
で
き
な
い
産
品
を
生
み
出
す

必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
を
最
終
製
品
と
し
て
即
輸
出

す
る
の
で
は
な
く
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
を
地
域
独
自
の
資
源
に
添
加
し
、
地

域
性
を
持
っ
た
製
品
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
他
国
他
地
域

に
対
す
る
競
争
優
位
が
生
じ
る
も
の
と
考
え
る
。
現
在
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ

社
が
推
進
し
て
い
る
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
バ
イ
オ
分
野
へ
の
応
用
技
術
は
、

価
格
競
争
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
な
戦
略
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
が
て
他

国
に
よ
り
追
い
つ
か
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。

近
年
の
研
究
で
は
、
集
積
内
に
お
け
る
主
体
間
の
「
競
争
」と
「
協
調
」

が
新
た
に
技
術
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
促
進
す
る
と
い
っ
た
こ
と

も
分
か
っ
て
き
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

一
九
九
○
年
以
降
、
世
界
環
境
は
、
情
報
技
術
革
新
に
よ
り
、
瞬
く
間

に
変
化
を
と
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
が
容
易

に
国
境
を
越
え
移
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
資
源
（
特
に
天
然

資
源
）
と
い
う
も
の
は
、
容
易
に
「
移
動
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地

域
独
自
の
文
化
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
地
域
が
独
自
の
資

源
に
付
加
価
値
を
加
え
競
争
優
位
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
文
化
が
創
造
さ
れ
地
域
性
が
継
承
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
域
全
体
の
競
争
力
の
鍵
と
な
る
資
源
の
付
加
価
値
を
高

め
、
そ
れ
を
地
域
に
根
付
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今
後
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
、
セ
ブ
を
中
心
に
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
の
加
工
技
術
に
加
え
地
域
地
場
産

業
と
連
携
し
て
、
地
域
全
体
の
競
争
優
位
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

（
よ 

し
だ　

け
ん
た
ろ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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ation
 of C

ertain
 Food A

dditives an
d C

on
tam

in
an

ts, Tw
en

ty-

eighth R
eport of the Join

t FA
O

/W
H

O
 E

xpert C
om

m
ittee on

 Food A
d-

ditives, W
H

O
, 1984.

⑥Porter, M
.,  O

n
 C

om
petition

, H
arvard Press, 1998.

⑦Seaw
eed Industry A

ssociation of the Philippines, E
xport Statistic Su

m
-

m
ary Year2004 , SIA

P, Septem
ber 2005.

⑧U
niversity of A

sia and the Pacific C
enter for Food and A

gribusiness, E
u

-

cheu
m

a Seaw
eeds/ C

arrageen
an

 In
du

stry: A
n

alysis an
d Strategic 

D
irection

s, O
ctober 2001.

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
名
古
屋
大
学
大
学
院
助
教
授
西
川
芳
昭
氏
と
ジ
ェ
ト
ロ
・
マ

ニ
ラ
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
トLea C

apulong

氏
と
と
も
に
昨

年
九
月
に
実
施
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
藻
産
業
の
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま

た
、
調
査
に
際
し
て
ジ
ェ
ト
ロ
・
マ
ニ
ラ
セ
ン
タ
ー
の
調
査
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
米
山
洋
氏
お
よ
び
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
加
冶
康
男
氏
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海

藻
産
業
に
関
わ
る
情
報
提
供
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
シ
ェ
ン
バ
ー
グ

社
の
経
営
最
高
責
任
者
で
あ
る
ベ
ン
ソ
ン
・
ダ
カ
イ
氏
に
は
長
時
間
に
わ
た

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
応
い
た
だ
い
た
。
調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
、

ジ
ェ
ト
ロ
・
マ
ニ
ラ
セ
ン
タ
ー
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｐ
及
び
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
社
、
海
藻

フ
ァ
ー
ム
等
の
関
係
機
関
・
各
位
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
た
だ
し
、

本
稿
の
内
容
の
責
任
は
す
べ
て
筆
者
に
あ
り
、
上
記
各
機
関
お
よ
び
そ
れ
ら

の
関
係
者
の
見
解
・
意
見
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
、
念
の
た
め
申
し

添
え
た
い
。

アジ研ワールド・トレンド No.127（2006．４）─34


